
「元気が一番」塾           2005.7.16 優しい風（Loving-wind）仲島 

（http://www2.bbweb-arena.com/naka602） 

１．子どもは、体を通して覚えていくもの。 

 ・行事は子どもを成長させる。なのに精選、縮小とは・・・・ 

  精選しなければならないのはむしろ教師の心。 

 ・運動会は１年の中で大きなイベント。→大切にしたい！ 

  「運動会が嫌い」っ言う子は、運動が苦手な子ではなくて、教師が心を寄せないから 

 

２．こんなお母さんお父さん 

 ・足の遅い子どものお母さんの言葉 「運動会もいいもんや」 

 ・子どもの「いい顔」はどこにある？ ビデオの撮り方教えます。 

・体操服の汚れをほめる親   

・テントの中の地域の方の声 

  

３．運動会、こんなアイデアは？ 

 ・去年と同じじゃおもしろくない。少しでもいいものを！ 

 ・入場と退場も演技の一つ  リレーの入場・退場  組体操の入場・退場 

・ダンスの指揮は女の先生？いえ、ぼくがやります！ 

・一緒にダンス、会場も巻き込んで 

 ・組体操・写真のポーズ 

 

４．運動会を通して、子どもを育てる 

 ・速い遅いや勝ち負けが、はっきりみえるからこそ学習する価値がある。 

  勝敗や順位を決めない→それはただのごまかしにすぎない 

 ・リレーは、すばらしい学習教材。練習すればするほど上達するし、心も育つ。 

・運動会に参加するってどういうこと？ クーベルタン「参加することに意義がある」 

参加する→英語で take part（役割をもつ、役割をしっかり果たす） 

・係の仕事は教師の手伝い？  

・「信じて待つ」は、子どもを成長させる 

・「ぼくたち、線を引かなくても並べるよ、大丈夫だよ」（１年生の子どもの声） 

・組体操でのそれぞれの役割     ～金子みすず「つもった雪」～ 

 ・学年通信・学級通信でふりかえる 

 

５．感動のリレー 「ありがとう！大ちゃんのおかげや」 

 

６．♪♪君をいつまでも忘れない♪♪ 

    ♪きっといつまでも忘れない 君のまなざし 君の優しさ・・・・  


